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障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
新
制
度
に

●
来
年
４
月
施
行
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す

来
年
四
月
か
ら
、
障
害
の
あ
る

方
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
「
措
置

制
度
」
か
ら
「
支
援
費
制
度
」
に

移
行
し
ま
す
。
現
在
、
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
や
事
業
者
、
入
所
施
設
は

市
が
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
制
度

移
行
後
は
、
利
用
者
自
ら
が
選
択

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
対
象

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
（
通
所
介

護
）
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

（
居
宅
介
護
）
な
ど
の
居
宅
支
援

と
、
更
生
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

施
設
支
援
と
い
っ
た
障
害
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
大
半
で
す
。

新
制
度
で
は
、
ま
ず
利
用
者
が

希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
、

区
役
所
に
申
請
し
ま
す
。
申
請
を

受
け
た
区
役
所
で
は
、
国
が
定
め

た
調
査
項
目
に
基
づ
き
審
査
を
し
、

支
援
の
要
否
を
決
定
。
障
害
の
程

度
や
支
援
の
種
類
、
支
給
期
間
な

ど
を
記
載
し
た
「
受
給
者
証
」
を

利
用
者
に
交
付
し
ま
す
。
こ
の

「
受
給
者
証
」
を
交
付
さ
れ
た
利

用
者
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

事
業
者
や
施
設
に
直
接
申
し
込
み
、

契
約
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

市
で
は
現
在
、
新
制
度
の
施
行

に
向
け
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
や
費
用
負
担
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第
本

誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
細

障
害
福
祉
課
�（
２１１
）２
９

３
６

よ
り
購
入
し
や
す
い「
ミ
ニ
市
債
」を
発
行

●
市
民
を
対
象
に
し
た
３
年
満
期
の
新
し
い
市
債
で
す

市
で
は
、
道
路
や
公
園
、
学
校

な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す
る
際

に
必
要
な
資
金
を
、
国
や
銀
行
な

ど
か
ら
借
り
入
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
部
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
が

購
入
で
き
る
「
札
幌
市
債
」
と
い

う
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
で
調
達

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
、
市
民

の
方
に
よ
り
手
軽
に
購
入
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
新
た
に
「
ミ
ニ

市
債
」
を
発
行
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
市
債
は
、
五
年
・

十
年
満
期
の
も
の
だ
け
で
し
た
が
、

ミ
ニ
市
債
は
満
期
を
三
年
に
設
定
。

対
象
者
を
原
則
と
し
て
市
民
に
限

定
し
、
市
民
の
資
金
が
直
接
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
る
機
会
を

広
げ
ま
し
た
。
今
回
の
発
行
総
額

は
二
十
億
円
で
、
集
ま
っ
た
資
金

は
、
十
五
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
す

る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

（
白
石
区
東
札
幌
）
の
施
設
整
備

に
充
て
る
予
定
で
す
。

案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
六
月

中
旬
か
ら
、
区
役
所
、
取
扱
金
融

機
関
な
ど
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.city.

sapporo.jp/zaisei/shisai/index.
htm

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
五
年
満
期
の
市
債
は
八

月
・
十
一
月
、
十
年
満
期
の
市
債

は
十
月
・
二
月
の
そ
れ
ぞ
れ
下
旬

に
募
集
す
る
予
定
で
す
。

【
ミ
ニ
市
債
の
購
入
方
法
】

募
集
期
間
７
月
１０
日
�
〜
２３
日
�
。

対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め

の
個
人
、
ま
た
は
市
内
に
事
業
所

な
ど
の
あ
る
法
人
、
団
体
。

購
入
額
一
人
１
万
〜
１００
万
円（
１

万
円
単
位
）。
利
率
は
７
月
３
日

�
に
確
定
。

元
金
償
還
３
年
後
。
利
子
の
支
払

い
は
年
２
回（
１
月
・
７
月
）。

申
込
取
扱
金
融
機
関
（
北
洋
銀
行
、

北
海
道
銀
行
、
札
幌
銀
行
の
本
支

店
）
へ
。
な
お
、
マ
ル
優
・
マ
ル

特
の
利
用
可
。

詳
細

総
務
資
金
課
�（
２１１
）２
２

１
６

市
で
は
、
民
間
の
資
金
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
て
、
社
会
資
本
の

整
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

行
う
新
た
な
手
法
で
あ
る
「
Ｐ
Ｆ

Ｉ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
・
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
）」
の
活

用
策
を
調
査
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
こ
の
ほ
ど

策
定
し
た
の
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
の

基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
た

「
Ｐ
Ｆ
Ｉ
基
本
方
針
」
で
す
。

こ
の
方
針
で
は
、
本
市
に
お
け

る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
位
置
付
け
や
導
入
す

る
際
の
視
点
と
手
順
な
ど
を
示
し

て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
に
よ

り
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
は
じ
め
、

よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

企
業
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
も
促
進
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

基
本
方
針
の
策
定
と
並
行
し
て
、

市
で
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
モ
デ
ル
事
業

と
な
る
「
第
二
斎
場
」
の
整
備
計

画
も
進
め
て
き
ま
し
た
。
四
月
に

は
そ
の
実
施
方
針
を
公
表
し
て
お

り
、
平
成
十
七
年
度
末
の
完
成
を

目
指
し
て
、
間
も
な
く
事
業
者
の

選
定
が
本
格
化
し
ま
す
。

第
二
斎
場
の
建
設
予
定
地
は
、

手
稲
区
手
稲
山
口
の
約
四
万
平
方

㍍
の
市
街
化
調
整
区
域
。
市
は
事

業
者
に
こ
の
土
地
を
無
償
で
貸
し

出
し
、
事
業
者
が
施
設
の
建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
を
担
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
市
で
は
第
二

斎
場
の
整
備
運
営
を
通
じ
て
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
効
果
や
課
題
な
ど

を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

詳
細

基
本
方
針
に
つ
い
て
は
企

画
課
�（
２１１
）２
１
９
２
、
第
二
斎

場
に
つ
い
て
は
生
活
環
境
課
�

（
２１１
）２
８
６
２

PFI基本方針を策定
●まずは第二斎場の
整備運営に導入

■札幌市におけるPFIの位置付け
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